
Ｑ1 今回の経験は、あなたの人生設計の中で良い体験といえますか？自由に記入してください。

Ａ1 非常に良い体験だった 45人

良い体験だった 15人

あまり良い体験ではなかった 0人

＜主な意見＞

Ｑ2 勤務時間（研修1時間＋設営2時間＋投票事務7時間）の設定はどうでしたか？

Ａ2 長かった 6人

ちょうど良かった 51人

短かった 3人

Ｑ3 休憩時間（60分）は十分取れましたか？

Ａ3 とれた 53人

少しとれた 7人

ほとんど取れなかった 0人

Ｑ4 投票事務で難しかったこと、困ったことは何かありましたか？

Ａ4 ない 51人

ある 9人

＜主な意見＞

比例代表と選挙区を区別するところ。

平成28年7月10日執行 参議院選挙 高校生投票事務従事者アンケート結果

自分が選挙権を得る前に方法とかを知れて良かった

選挙に関して深く考える良い機会になりました

選挙の雰囲気を味わえた。貴重な体験ができた。

選挙権がもらえた年に従事することで、選挙のしくみや裏の仕事の大変さを知れて良い勉強になりました。

来年以降、選挙に行ったときの予習にもなり、同じ場所でやっていた人からの話が将来に役立つと思いました。

今回の機会で初めて投票所に入ったり、投票のしかたなどを知ったので、とても良い経験になりました。

私以外の家族全員が選挙に行ったので、選挙への関心が高く、今のうちに選挙の風景を見ることがで

きて、とても勉強になりました。

今までは、あまり選挙について知っている知識もなく考えたことがありませんでした。ですが、会場

の雰囲気や投票する方々の姿を見て、深く考えてみようと思った。

整理券を数え間違えないようにしたり、常に周りが見えていないといけないので、それが少し大変でした。
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Ｑ5 選挙事務に従事して最も印象に残った出来事はなんですか？自由に記入してください。

Ａ5 ＜主な意見＞

Ｑ6 選挙事務に従事して自分のためになったことはありますか？自由に記入してください。

Ａ6 ＜主な意見＞

Ｑ7 将来、選挙権をもったら選挙に行きたいと思いますか？

Ａ7 必ず行く 40人

できる限り行く 20人

わからない（行かない） 0人

Ｑ8 今後も高校生の投票事務への従事を実施した方がよいと思いますか？

Ａ8 実施したほうがよい 55人

どちらでもいい 5人

実施する必要はない 0人

選挙の方法を知ることができたのはもちろん、会場の雰囲気を知ることができて、堅苦しいイメージがなくなった。

案内した後にお礼を言われた。

若者よりお年寄り方の方が多かったことです。これからの未来を作るのは若者なのになと思いまし

選挙事務をしている時に、投票に来て下さった人に“高校生なのにえらいね”と言われたこと。

投票に来てくれているけど、スムーズにできないと怒る人がいて、つらかった。

自分より年齢が上の人たちと一緒に仕事ができたこと。選挙がより身近に感じることができたこと。

少し緊張している中で、好意的な雰囲気で職員の方々が迎えてくれたこと。

選挙では情報を漏らしたり、ミスがあると大きな騒動につながったりすると研修で聞いたとき、本当

に重要な仕事なのだと思いました。

選挙事務に従事している他の方々にとても親切にしていただき、普段接することがない沢山の大人と

交流できて良い体験となりました。

投票率が低いのを実感したし、自分は必ず投票に行こうと思った。

選挙に行ってちゃんと自分の意志を投票しようと思った。

投票するのにあまり時間がかからないことなど分かったので、選挙権を得たとき、積極的に投票しに行こうと思いました。

選挙の裏側を片付けなど含め知ることができた。様々な人の支えがあってこその選挙なのだと思った。

自分が選挙へ行ったときにどうするかがわかったので、選挙権を持ったら行きたいと思うようになりました。

それまで興味のなかった選挙の仕組みについて、深く知るきっかけとなった。

選挙権を得たら必ず投票しようという意欲がわいた。

初めて選挙の手伝いをやらせていただいて、選挙のさまざまなことを知ることができ、選挙権をあと

数年後に持ったら、必ず行こうという思いになった。市の方からいろいろなお話を聞けて良かった。
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アンケート回答（60人） 

千葉市立千葉高等学校、千葉市立稲毛高等学校、植草学園大学附属高等学校、

敬愛学園高等学校、千葉明徳高等学校 


